









Pb私 た ちは努力 して勉強 します・
等の例文が載 っている1〕・学生たちは・相当数の中国語辞典 が 「努力」
を動詞のカテ ゴリーの中に入れている2〕にもかかわらず,器 用にも ① ・②
のaの ような日本語訳(ただし,① ・② ともbの ような訳は少ない)を行
なうのである・辞典の採用する動詞の意味から離れた訳 と言えるが・中国
語においては・「努力」は形容詞 として意識 されている(『汲語三千常用詞










詞 述語文 に置 き換 えてい る・ 翻訳 にお けるこうした異 同は一 まず措 こう・
①一b「私 たちは一生懸命 です」 の文 において,大 陸系,台 湾系 を問 わず,
中国人学生 たちは 「私 た ちは頑張 っています」 と訳す とともに・ この訳に
異和感 を持 っていない.し か し,わ れわれ 日本人は この文の持 つある種 の
未完性,言 い換 えれば・何 に対 してr一 生懸命」なのか分か らない曖 昧性
を感 じるのでは なか ろ うか.例 えば,
③.我 旧学 刃汲語,我 佃恨努力、
な どとい うコンテキス トの 中で,後 半 が与 えられ るな らぱ・単独 の もの と
比較 して よ り落 ち着 きを感 じるで あろ う・これに は中国人学生 も賛成 であ
る.そ うした条 件がないか らこそ,日 本人学生 た ちの多 くが ① 一aの よ う
に,「努力家」 とい う性 質 ・属性 を表す語 を用 いた もの と思われ る,川 端
善 明 の言い方 に従 えば,「 すべての名詞 は,述 語 であ ることのなかでその
身代 りを形容詞 に もつ」 とい うことになろ う4)・
また一方,② 一bの 訳 は動詞 にこだわ った もので ある・ 「努力 」 と 「学
刃」 とを動詞 と して並列 した とすれば,さ らに,
～c私 たちは努力 しな が ら勉強 する.
Pd私 た ちは努力 した り勉強 した りす る・
の ような訳 も出て くる.こ れ らb～dに 対 して,わ れわれ はや は り ①一b
に挙 げたよ うな落 ち着 きのな さを感 じ る の で は あ る ま い か,要 す るに,
②一bお よぴCは 「て」と 「ながら」,dは動詞 自体 の性質,抽 象 的 ・具体
的 の相違 による もの と思 われ る5ン.つま り,「努力 し」 た結果,「勉強 する」
よ うになった のでは ない し,「努力 す る」 ことによって何 かの 「勉 強」 を
す るわ けで もない,ま して,「努力 し」 ていてさらに 「勉強す る」 のでも
ない し,「努力 す る」 と 「勉 強す る」 とは同類 の行為 ではないので ある・ よ
って・ これ らの訳 は成立 しない・誤訳 とい うことができるで あろ う・
以上シ ご く簡単 な例 を見 たわ けであるが,形 容詞 と形容動詞,形 容詞 と
4)『岩波講座 日本語6文 法1』 所収,「用言」の項
5)森 田良行 『基礎 日本語』2(角川書店r角 川小辞典シリーズ」8,1980)
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ものとするが,こ こでは,特別に断 らない限 り,日本語の形容詞 ・形容動
詞は一括 しておくことにする.
**
異 なった語族 に属 す る言語 を比較 す ることは容易 ではない.し か も形態
上 の間題 を単純 に比較 した ところで,効 果の挙 がるものでもない・ 日本語
形 容詞 は大別 して二種,そ れぞれ に五 つの活用 を持 つが,中 国語 にはない
とか,中 国語形容詞 の分類 には,単 音節・二音節,そ れ以上の音節 といっ
た ものがあ る,重 複 ので きるもの と で きない もの とが あ るなどと いって
も・ これ ら と日本語 とは比較 できないわ けである・本稿で は,日 本語形容
詞 ・連用形 とその中国語訳 とを眺 めなび ら・問題 を抽 出 していってみるこ
とにす る6〕,
ところで,日 本語形容詞 の連用形 に接続 するケー スとして,以 下 の七っ
が あるで あろ う,
1否 定





⑥ 風 がだんだん強 くなってきた.
(風越来越大 了,)
6)陳 有光r日本語形容詞辞典』(衆文圖書股扮有限公司,台北,1984)およぴ呂叔
湘主編 吻 代汲透八百洞』 〔商勢印著館,北 京,1981,日本語訳は牛島徳次監訳
『現代中国語用法辞典』、現代出版,1983)なお 『日本語一 』 は語彙の選択,日
本語の文に一考ありたい、労作ゆえに惜 しまれる.
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⑦ この一帯は以前 に比べてず っ とにぎや かになった.
(逮一帯比以前 熟岡多了.)目
3過 去 ・完 了
⑧ さっきの子 どもは非常 に愛 ら しかった.
(剛才那介骸子太可愛了,)
⑨ 一年前,こ の辺は大変静か だワた・
(一年前,逮 一帯非常安静.)
4副 詞 的作用





⑫ この壁は粗 く塗 ってある.
(迭培壁塗得粗粧.)













⑲ 時々楽 しかったり悲 しかった りして,自分でも自分の気持ちが分
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か らない.
(吋而快 末,吋 而悲拐・達 自己也不知道 自己的心情..〉
⑲ この近海 は穏や かだった り波 立 った ロして・変化 が大 変激 しい.
(逮近 海附近,一 会 ル風 平浪静 ・一会 ル波涛溜涌・真是瞬息万 変,)
以上・④ ～⑲ の例文 と(〉 内 に示 した中国語 訳か らだけで も,い くづか
の点が指 摘で きるであろう.
中国語 では,1に 見 られ るよ うに・形 容詞 である 「熱」が副詞 「不」 の
修飾 を受 ける,つ ま り,形 容詞 が副詞 「不」 で打 ち消 されるのであって,
副詞 「不」 の修飾 を 受け ることが 動詞 ・形容詞た る条件 の一 つであ る7}.
日本語 では用 言の連用形+助 動詞 「ない」 がその働 きをする、翻 って言 え
ぱ,そ れが用言(用言起源 の助動詞 も含 む)の条件 で もある,否 定性 を持つ
語の修飾 ・被修 飾 の作用 によウて,文 としての否定 が成立す る と言え るで
あろ う.こ の揚合,中 国語 と違 って,前 置 の修節 ・被修飾 ではな く,後 置
成分に助動 詞 を用 いている ものが主流 である,
2は,「了」 をつ けることによ り形容詞 が変化 を示 し得 るとい うこ とであ
る・すなわち,「了」を直後 に後 置で きることが,中 国語動詞 ・形容詞 の条
件の一つ とな って いる,た だ,「 了」 は名詞や量詞 にも付 くことがで きる
ので,必 要十分 な条件 とい うわ けではない,「 了」 は例文の()内 に付 し
た訳文か らす る と,こ の形容詞r大 」・r熱岡」 を動 詞化 す る働 きを持 って
いるかの よ うに見 える・ しか し,だ か らとい って,そ れ を直接 に 「一 にな
る」 とい う意 味要素 を分担 してい る とす るには なお疑問が残 るB》,ただ,
形容詞 は述語 の一 つ として・ 主 として状態 を表わ し,し か も・r了」 をつ
けることによって,状 態が変化 す るところまでを表 す ことがで きると考 え
るのがよいであろ う、事実,そ れ以外 の作用,動 作 その もの ・受身 ・使役
7)丁 声樹等著 『現代汲培悟法耕活』(「中国落文払書」所収,商劣印書館,1979)等
による
8)拙 論r現 代における形容詞+r了』 について」(1)(早稲田大学語学教育研究所
『ILTNEWS』voL80)
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等 を表 す働 きは動詞 が負 っているか らであ る.し たがって,形 容詞 につ く
「了」 は変化 を示す指標 と考 えて もよいか もしれない9).
3は,中 国語 の所謂 「実辞」がテンスの上 か らは,副 詞的な語旬 に左右
され る とい うことである.む ろん,2に 挙 げ た助詞 「了」や助詞 「逗」 は
過 去 ・完 了 ・経験等 を表 す ことができる・ しか し,こ れは絶対 的な条件 で
は な く,「一年前,迭 一帯非常安静,」 とい う時,「一年前」 とい う時間詞
が あれ ば,こ れ が 「過 去」 を表 してい るた めに他 の要素は不要 で勘る・ む
しろ・ 日本人学生が中国語訳 をす る時,r静 かだった」 のrた 」 に引かれ
て⑨ の 「安静」 に 「了」 をつけ,文 意 を誤 るこ とが多々あるユω.
4は次項 で詳述 するよ うに,漢 語 では形 容詞の連用修飾 の形 が 日本語以
上 に多種 多様 であることを示 してい る,
5～7は所 謂 「夏句」(「複 文」)の 問題 であ る.現 在,「夏句」 は大 きく
はr朕 合夏句」,「偏正夏句」,r多重夏旬」 の三つに大別 されてい る1D.し
か し,そ の下部分類 にな ると,枚 挙 に暇 がないほ どで,あ たかも日本語 が
助詞rて 」,「で」 を用い て相当の種類 の文意 を表 すの と以てい る.基 本的
に は接 続詞 ・副詞 を用 いた り,そ うした 語 の連語 を用いた りす るもの と,
そ れ を用い なヤ・ものの二種 類 がある と言 え よ う.そ うしたもの の中には句













4一⑩ ～⑬ の用例 は 日本語形 容詞 が連用修飾 の形 を採 ってvトるものであ










まず,1〉の 「祢下次 庚来 嘔1」で あるが,こ の形 峠われわれ を混乱 に陥
れ る.表 面的 には,形 容詞+動 詞 の形 を採 っているが・ 「常用詞表」 で は
この 「快」 を形容詞 と副詞 の二項 に亘 って収録 する・二種類 の品詞 を持 っ
てい るので あるか ら,形 容詞+動 詞で はな くて,副 詞+動 詞 の形 と考 える
ことがで きる、そ うすれ ば,副 詞 が動詞 を修飾 した形 になって,よ りす っ
き りす るとい うものであ る、 英 語の蝪合,形 容詞起源 の副詞 には 「rly」
な どのマー カーがつ いて いて分 かPや すい・ 日本語 ではそれ を連用形活用
語 尾 「ク」・「二」 が明示す る・ それでは中国語 の場合 はど うで あろ うか・
結 論 を先 に言 うならぱ,動 詞 の前 に形容詞 を置 けばいい、それ は 「雪 白」・
「草緑」・「灰 白」・「氷冷」等 の形容詞 を考 え るとよ く分 かる・元来 「雪」・
「草」・「灰」・「汰」 は名詞 で あるが,後 の形容詞 を 「～の よ うに」 とい う
形 で修飾 しているからで ある・に もかかわ らず,品 詞 を二 つに分 けるのは
何 故 か と言 えぱ,大 方 の中国人 が,形 式が変 わった り,意 味 が変 われ ば,
品詞 が変 わる と意識 してい るか らであろ う12)・こうした二 つの品詞 に分か
れ る形容詞 に,「 直」・「怪 」・「老」・「全」・「白』・「光」・「偏」・「死」 等が
あ る13》,これ らはいずれ も古代 中国語 において は,形 容詞 として意識 され
た もので ある,古代中国語 か ら現代 中国語 に移 ってゆ く過程で,そ うした・
意 味 の混 同を受 けやすい ものは,他 の要素(多音節化r品 詞 の独 自性 を





以上 のこ とか ら考 えて,位 置 が品詞 を決 定す る中国語 においては,形 容
詞 が前か ら動 詞 を修飾す るとい うよ り,形 容詞 か ら独立 した一部 の語(特
に単音節語)は 動詞 ・形容詞 を修飾 す るこ とがで きるといった方が 正確 か
もしれない、「近看」・「大干快上」・「平放在卓上」目における 「近」・「大」・
ロ リ じ じ
「快 ゴ 「平」 等 はいず れ も単音節 の形容詞 だか らで ある③なお,わ れわれ
の 目に形容詞+動 詞の形 と思 わせ るのは,日 本語 が漢語 を摂取 した際,そ
の漢字 に対応 させ るのに苦慮 し,当 該漢字 にたまたまあった形容詞的 意味
に着 目 し,目 本語形容詞 ・形容動 詞の連用 形 に置 き換 えて訓 んだところか
ら来 る ものであ ろうが,後 稿 を期 したい・
次 いで,4一 ⑪ は先 に述べ た多音節化 された形容詞 の一例 である.こ の
形 は比較的理解 しやす い・ この例 では接尾辞(助詞)「地」 が用 い られ てい
る・r地Jは そ もそ もは文字通 りに,r土地 ・場所 の意味 であるが・転 じて
動 作や状態 の存在 をあ らわす ようにな り,副 詞的修 飾語 に狽 い られ る傾向
よ うになった」とされ,「唐以後多 く用 い られ る傾 向がある」と言 われ る脚
(下線,引 用 者)、こうした 「地」 を用 い 為ことに よって,中 国語で は形容
詞 を動詞 の前 に 置 くこ とが できるよ うになった と言 える.つ ま り,「地」
は 形容詞 が 副詞的働 きを行 ってい ることの マーカー となって いるのであ
る、前述 の英 語 の形 容詞に 「一1y」を加 えて副詞 を作 る作用 に よく以てい
る・ また一方 炉 ら言 えぱ,目r地」 とい う揚所性 を表 す語 を付加す るこ とに
よって,副 詞的 な地位 を得た と考 え られ るわ けで ある・す なわち,地 の言
語 で もそ うで あるが,揚 所詞 は時 間詞 と同 じ く,連 用修飾語 となるのであ
る・ ただ,こ こで注意 しておかねぱならない ことは,こ の 「地」 の付 く
形 態で最 も多 いのが形 容詞であるが,そ れ だ けに限 られない とい うこ とで
あ る.中 国語 は比較的 自由な造語力 を持 って いるため,例 えぱ,「雨不亭
地 下」([雨がや む ことな く降 る」)・「科学地詑証」(「科学的 に論証す る」)
14)太毘辰夫 『中国語歴史文法』(江南書院,1958)
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となるこ とがで きる㈲.「不停」 は副詞+動 詞・「科学」 はそれ 自体名詞 で
あ る・ その他 ・「自言 自蕾地悦」(「一人 ごとを言 うよ うに話 す」),「一↑字
の
一↑字 〔地〕念」(「一字 一字 読む一)など,い ずれ も四字 句で あった り,数
量詞句 であった りす る。
外一⑫ 「速培壁塗得粗濫」 は動 詞+「得」+形容詞 の構文 を採 る形容詞補
語文 である,そ もそ も漢語 で言 う補語 とは,動 詞 あるいは形容詞 の後 ろに
在 って,そ れ を補充 ・説明 す るものを指す16㌧⑫ の文 では》 「この壁」 の
「塗 り方」は どの ようなのか,「この壁 の塗 蟄方 は粗い」,「この壁 は粗 く塗
ってあ る」 とい うことにな り,形 容詞 「粗髭」 は動詞 「塗」 を補足説明
しているわけである.こ のよ うな助詞 「得」 を用 いた文 を程度補語 の文 と
言 う・⑫ は・「塗」 った程度 が 「粗」い とい うことで)程 度 を補 っているの
であ る・例 えば,古 代 中国語 で,
⑳ 待之極曇 、'(之を待す ること極 めて曇 し、)
⑳ 向河立待 良久 ・(河に向ひて立 ちて待つ こと良(やや)久し・)
@恐 催殊甚.(恐 躍す ることを殊 に甚 し.)
とある時,aの 「極 」 は形 容詞 「曇Jを 前 から修飾 してい る形 を採 りな
が ら,連 語 「極曇」 が動詞 「待」 を後 ろか ら修飾 した形 になっている.b
の副詞 「良」 は形容詞 「久」 を修飾 しつつ,連 語 「良久」 となって,複 合
動詞r立 待」 を修飾 す る・・.Cでも副詞r殊 」 が形容詞r甚 」 を修飾 しな
が ら・ 連語r殊 甚」 の形 で,動 詞r恐 櫻」 を後 置修飾 してい るのである・
この時,わ が国の訓読 では,(〉 内に示 したよ うに,述 語 であ 勢なが ら体
言化 名詞 「こと」 をつ けて,主 語 に近い扱 い をしている・ しか しレ中国語
の語 法 か ら言 えぱ,い ずれ もここで取 り上げ た程度補語 の構文 であ る耽
現代漢語 の例 をも う少 し挙 げる・
15)昌叔湘,前 掲書
16)丁声桝,前 掲書
17)拙論r形 式名詞r.こ..と』の用法」r感 動表現にっいて(1H早 櫃田実業学
校 『研究紀要』,voL18)
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⑳ 今天早 上我 起得早・
(今朝私 は早 く起 きた,)
⑳ 他 飽歩 胞得根快.
(彼は速 く走 る/マ ラソンが速 い・)
⑳ 活 得堂堂正正是人的至上 目称・
(正々 堂 た と生 きるのが人 間最高 の 目標 だ・〉
⑳ 晒 得漆 黒的皮膚一眸降地刺痛 着.
(真黒 に焼 いた皮膚 がチ クリチク リと痛 む・〉
等 の例文で,形 容詞r早 」汀 快」・r堂堂正正」軌r漆黒」 はいずれ もr得 」
を介 して,動 詞 「起」汀 胞歩ゴ 「活」・「晒」 を後置修飾 してい ると考 え ら
れ る.な お,「塗 り方が粗い」 とい う訳 し方 は,漢 文訓読文 「剛す るこ と」
の系列 を引 くもので,そ うした背景 には 日本語 に修飾語 が後 ろか ら修飾す
る とい う習慣 がなか った とい う事情 がある・その意 味で は,こ れ らの構文
は形容詞 が動詞 ・形容詞 を修飾す る連用修飾 の文 と言 わぬぱな らないであ
ろ う.
その他 に,動 詞/形 容詞+「得」+動詞,動 詞/形 容詞+「得」+小句,動
詞+r得 」+名詞+動 詞,動 詞/形 容詞+r得 」+根・形容 詞+r得 」+根・動
詞/.形容詞+「得」等 の構文 がある1軌 また,そ の他 に動量詞構文(時問 ・
場所 ・回数 を表 す補語文)もあって・いず れ も後置 の連用 修飾作用 を し て
いるが,こ こで は省略 す る、
なお,⑬ の例文 は 「得」 を用いて,ど の くらい知 っているか,感 じて













は 「得」を与えられつつ,後置修飾の形を取るのである,こ の時は言 うま
でもなく,「得」がそれに先行 しなけれぱならない・目中国人は単音節的形容
詞の中の前置修飾作用を持つものを意識的に副詞の範疇に押 し込めている
が,それ自体位置を得ることによって副詞になれたと言 うべきであろう,
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